	板橋区　第6回（仮称）産業ミュージアム基本構想・基本計画検討会
会議録

	会議名
	（仮称）産業ミュージアム基本構想・基本計画検討会

	開催日時
	令和7年12月22日（月）9:00～11:00

	開催場所
	板橋区役所北館11階第二委員会室

	出席者
	[委員]６人（敬称略）
東京大学宇宙線研究所高エネルギー宇宙線研究部門乗鞍観測所所長教授
﨏 隆志（会長）
独立行政法人理化学研究所和光研究所中央研究所大森素形材光学研究室
主任研究員　大森 整（副会長）
株式会社トプコン総務・人事・法務本部総務部総務課プロフェッショナル
富田 克則
国立大学法人お茶の水女子大学理系女性育成啓発研究所所長
加藤 美砂子
チームオプト株式会社代表取締役社長　槌田 博文
理研計器株式会社経営企画部副部長兼経営戦略課長　下村 基子

[事務局]
板橋区産業経済部長　家田 彩子
板橋区産業振興課長　藤原 仙昌
板橋区産業戦略担当課長　山川 信也

	会議の公開
	公開（傍聴できる）

	傍聴者数
	1名

	議題
	（1） （仮称）産業ミュージアム基本構想・基本計画（原案）

	資料
	[bookmark: _Hlk197706622]資料　（仮称）産業ミュージアム基本構想・基本計画（原案）

	議事要旨
	（1） （仮称）産業ミュージアム基本構想・基本計画（原案）
会長
　これより第6回検討会を開始する。

事務局
　最後の検討会のため、産業経済部長家田より挨拶をさせていただきたい。
　今回、産業ミュージアムについて区として初めて基本構想・基本計画を策定した。委員の皆様に価値を認識いただき、積極的にご意見をいただいた。区も産業見本市等を通じて魅力を発信し、事業者にも関心が広がっている。検討会としては今回が最後だが、ここからがまさにスタートだ。引き続き関心を持っていただきたい。

会長
前回は、素案を基にクリエイティブラボ、めざしていく来場者数について意見を述べた。本日は原案を基に意見交換を実施する。
　まずは事務局から配付資料のご説明を頂きたい。

事務局
配付資料「資料（仮称）産業ミュージアム基本構想・基本計画（原案）」に沿って説明する。

（資料説明）

事務局
昨今の区の動向も紹介する。12月6日に教育科学館で東京大学宇宙線研究所の荻尾彰一所長の講演会を実施した。明日からは1月12日まで教育科学館で宇宙線に係る展示を実施する。クリスマスのイルミネーションなど、区内企業も産業・地域を盛り上げようとしてくださっている。関連イベントは検討会後も予定しており、来年度も何かしらのイベントを調整している。
　本日は、本編のソフト事業案の事業例を中心にご意見をいただきたい。

委員
　高校生は技術が身につき始める世代なので、各ソフト事業のメインターゲットに高校生を加えることはいかがか。理系進路選択のきっかけにもなるのではないか。

事務局
　想定来場者数を鑑みてメインターゲットとして明記しないが、高校生には訪れてもらうだけでなく事業連携により活躍してもらえると良いと考えている。学びの一環として活用をめざし、区内の理系教育を実施している高校にも訪問を始めている。

会長
　ぜひ声掛けを進めてほしい。

委員
　毎年、スーパーサイエンスハイスクール指定校を中心に、地方の高校生が研究室の見学に来る。修学旅行にあわせて計画しているので、半日程度でセミナー・ラボ見学を実施している。セミナーを実施したあと、マイクロバスで区内の工場を回る学校もあった。板橋区HPの見学ができる事業者一覧のページから問い合わせがある。産業ミュージアムも積極的にアピールし、全国各地から生徒が来ると良い。

事務局
　区のHPも今後整理したい。大企業・中小企業ともCSR活動の一環として自社の技術・工場を公開しようという動きがある。連携事業として産業ミュージアムを起点とするツアー事業も検討しており、ものづくりラボの説明文に「ファクトリーツアー」という言葉を記載している。近隣施設の駐車場も利用しながら、マイクロバスでのツアーができるといい。

委員
　トプコンはちょうど施設改修が完了するので受け入れできるだろう。toBの企業なので、工場見学は自社では募集しづらく、区でまとめていただけると対応しやすい。

委員
　理研計器は区内には事業所のみだが、少人数であればトレーニングルームで製品のメンテナンス体験をすることができるのではないか。

委員
　浮間舟渡の理研板橋分室では、人数としては5~10人程度が中心なので、基本的にものづくり研究開発連携センターで対応している。50人程度の場合は、和光の施設で実施している。大人数の場合、2グループに分けて交換して実施している。人数によって実施場所・進め方が変わるので、上手に計画する必要がある。

事務局
　運用についても、今後委員の皆様と意見交換ができれば幸い。

委員
　人材育成に係る表現を「次世代の産業を担う人材や理系人材」と明記したのは、この施設の特徴が際立って良いと思う。2点確認をしたい。まず、史跡公園全体との関係はどうなっているのか。また、教育科学館と機能が重複するが問題ないのか。

事務局
　加賀公園・旧野口研究所エリア・旧理化学研究所エリアの3エリアを一体に、史跡公園として整備をする。このうち、旧理化学研究所エリアで産業ミュージアムを検討している。史跡公園の計画のうち、産業ミュージアムに係る部分を詳細にしたものが本基本構想・計画である。別々のものではなく、整合性を図りながら検討を進めている。公園全体や内部のデザインは、産業ミュージアム独立ではなく史跡公園一帯で検討する。

委員
　オープンまでのスケジュールでは、令和11年度に「史跡公園のグランドオープン」と記載があるが、産業ミュージアムだけではなく史跡公園も令和11年にオープンするのか。

事務局
　相違ない。読み手にわかりやすいよう、産業ミュージアムではなく史跡公園と記載した。
　教育科学館との重複については、展示の発信の仕方で違いを見せていく予定だ。とはいえ、内容が同じになる可能性は否めないので、来年度以降に予定される教育科学館の整備の方向性に係る議論とあわせて、同じような施設にならないよう調整できればと思う。区内でも離れた距離にあるので、相互に連携する可能性もあるだろう。

委員
　立地する場所が歴史的な背景を持っていることは、教育科学館との違いではないか。先日、理研板橋分室でセミナーを実施した際、数人の参加者が浮間舟渡ではなく、加賀の旧板橋分所に向かってしまった。場所について質問を受けて旧板橋分所や史跡公園の歴史を説明したところ、また行きたいと関心を持っていただけた。

事務局
　史跡の歴史を踏まえてソフト事業を構成している。まったくこの地に関係ない事業をすることは考えていない。それが教育科学館との大きな違いだと思っており、今後の教育科学館の在り方の検討の中で棲み分けも考えていきたい。

委員
　ものづくりラボの「【事業の方向性2】産業・ものづくり企画展示」にある「学生と企業が共同して企画する産業・ものづくりに関する企画展示」という事業例について、大学生を中心に考えてもよいのではないか。お茶の水女子大学では、サンシャインシティと連携してまちづくりを検討している。
　
事務局
　この地ではものづくりが主題となるが、プロダクトデザインなど美術大学との連携も考えている。区では、絵本を美大生と制作し印刷工場と協力して製品化するなどの事例もある。そのような方向性を考えている。

委員
　大学側もそういった連携を望んでいるので、上手く連携できればと思う。

委員
　その内容であれば、実証実験ラボの方が近いのではないか。

事務局
　明確に線引きするものではないので境目はあえてぼかしているが、具体的な事業においては棲み分けがされる予定だ。
　実証実験ラボでは、企業の新製品・新商品の開発に向けたモニタリングという内容を記載している。有楽町にあるTokyo Innovation Base(TiB)では、新商品・製品の販売・喫食やアンケート実施ができるスペースが設けられている。月替わりでいつでも新しいものに出会え、コミュニケーターからの詳しい説明も受けられる。そういったイメージの事業も検討している。

委員
　食品系はリスクが高いので、事前チェックが必要だろう。

事務局
　TiBでは審査会を通過したものだけ置かれていた。区でも製品技術大賞を実施しているので、そういった枠組みの中で審査できないか考えている。製品技術大賞の審査員には、都の産技研や知財の専門家を招いている。

委員
　旧板橋分所時代、研究室に高専生・大学生のインターン生を受け入れて、40日程度の材料を磨く基本実習を実施していた。このようなインターンシップと絡めて実証実験を実施できる。企業から預かった製品の性能評価をするなど、応用的な内容があると期間が長くても取り組んでいただけるだろう。
　都立の学校では、先生の代替わりによってインターンシップの実施経緯が引き継がれないこともある。産業ミュージアムでインターンシップ連携をすることを基本構想・基本計画で明記できるといい。

事務局
　実証実験ラボ【事業の方向性１】新技術や新製品の実証実験体験で明記したい。インターンシップは企業・研究機関で完結するものだが、区の施設を使って外部の方に評価してもらうこともよいのではないか。区の施設を使うと記録も残るだろう。

委員
　トプコンでもインターンシップを実施しているが、長期ではなく数日間にとどまっている。海外は数か月単位で実施し、優秀な生徒をそのまま採用している。

委員
　理研計器も数日間の実施にとどまっている。

事務局
　数日だとどうしても形式なものに終わってしまうだろう。

委員
　理研板橋分室では、複数の高専・大学から受け入れており、高専で2週間、大学で40日程度実施している。長期のインターンシップでは、論文が書けるほどのデータを取得できる。受け入れ元の教授・インターンシップ生も連名にして論文を出すこともあり、喜ばれている。Win-Winの関係を築けていると、期間を確保しやすい。和光では、高校生限定で3日間のサイエンスキャンプを実施していたが、実質実習は2日あるかないかとなり、その場合は内容が薄くなってしまっていた。
　施設を閑散とさせないためにも、インターンシップとの連携は重要。廊下から中が見えるラボで、インターンシップの学生が指導を受けている光景が常に見えるといい。募集案内があればうちの子供も行かせてみようかと考えるだろう。

事務局
ものづくりラボはイメージではあるが、デザイナーの方に奥にガラス張りのスペースを設ける形で描いていただいた。学生も含めて共同で実験できるとかなり注目を集める場所になるのではないか。
　いかににぎわっている場所にするかは重要だ。小中学生のみに絞ると、放課後はにぎわうが日中は閑散とする。地域の方に開放することも一手だが、常連の方ができて新規層が訪れにくくなることは懸念している。また、フレンドセンターのような形で、不登校だが家からは出られる子どもに向けて、勉強や好きなことが出来る場所にすることも考えられる。この活動が何かの単位になればとても有意義だろう。

委員
　育った人材が日本の産業を支える流れを作りたい。若者の起業は大事だと考えている。起業支援もすると良いのではないか。

事務局
　まさにまなびラボで「アントレプレナーシップ」にも言及している。「【事業の方向性２】次世代の理系人材育成事業」の一環で検討していきたい。区の産業振興構想でも、イノベーションをどう起こしていくかに重点を置いている。企業活性化センターのプログラムやスタートアップ支援政策などで環境も整えながら、土台としての教育も整えたい。

会長
　「アントレプレナーシップ」より「起業」という単語を入れた方がわかりやすいのではないか。また、ターゲット層によって内容が変わるので、その違いも分かると良い。

事務局
　事業概要・事業の方向性の説明文を修正する。

委員
　使われていない特許・特許の未活用分野を利用した理研ベンチャー制度を活用し、1社起業した経験がある。登記や資金調達など実践的な課題も経験した。社会人修士向けに「創業」という科目の講師を担当した際、最初は大学の教授だからと相手にされなかったが、実際に起業したことや売上高を紹介すると目の色を変えて話を聞いてもらえた。「起業マインドの実証」など見る人が見たらわかる表現ができると良い。

事務局
以上にて質疑を終了とする。最後に、各委員から総括をいただきたい。

委員
　理研のとき、12号室には多くの人が集まれる雰囲気があった。大学の先生やベンチャー、取引先、銀行など、産官学金さまざまな立場の人々が集い、新たな知恵やつながりが生まれていた。産業ミュージアムも活気のある場所になり、さらに違う属性の方が来る場所になるといい。旧板橋分所も喜ぶだろう。原案も完成度の高いものとなり、関係者にも自社の関わり方を具体的に考えてもらえるようになった。人があふれる拠点になってほしい。

委員
　最初に産業ミュージアムの整備予定地を実際に見に行ったことが印象的だった。あの場所を見なければ、議論が宙に浮いたものになっていたと思う。歴史と伝統はリスペクトしなければならず重たいものだが、お金では買えず簡単には作れないものである。その歴史的な背景をもとに、ここまで構想をまとめてくださったことに敬意を表したい。この場での議論の内容も十分に反映されている。日々技術革新がある状況なので、4年後新たな技術を取り入れたものが出来るのではないかと期待している。まずは地域の方が訪れたい施設になることが大事である。課題としては、駐車場などアクセスが考えられるが、行政によって解決してほしい。完成した暁にはぜひ訪れたい。

委員
さまざまな意見を述べさせていただいたが、最終的には良い計画にまとまったと感じている。激動する国際情勢の中で、日本にとって重要なのは産業である。お金を生み出せなければ、次世代の子どもたちに何も残せない。一つでもその手助けになり、日本の産業を築く拠点となればと考えている。これが板橋区民の誇りとなれば、さらに素晴らしい。
今後、計画を具体化していく中で、そうした効果を生み出せるよう、皆で議論していきたい。来場者数の目標を明示したことも評価している。以前、事業計画に売上目標がないのは不自然だと指摘したが、人数を盛り込むことで規模感の共通認識ができ、職員の覚悟が伝わり、応援する人も増えるはずだ。50万人、できれば100万人を目指してほしい。

委員
　区内在住だが、植村記念加賀スポーツセンターは行ったことがあるものの産業ミュージアムの整備予定地までは足を運んだことがなかった。実際に見聞きしたことは良い経験になった。初期は展示が中心の施設で検討が進められていたが、人材育成・体験の色が強くなってよかった。施設を開設するのであれば実際に体験・交流ができることが重要である。リアルでの交流の場として盛り上がると良い。

委員
　板橋区について理解が深まった。日本各地に産業遺産は残っているが、展示にとどまる例が多く、発信や交流の拠点として十分に活用されている例は少ない。海外から見ても、戦前からの遺産が現存する場所は珍しい。歴史・文化はなぜこの場でこの事業を始めたのかの意味付けになる。産業ミュージアムとして、幅広い業種・年齢層が集まり、コミュニケーションから新たな価値が生まれる場になることを期待している。

委員
　昆虫採集が好きで地元の昆虫館に通っていた。高校生・大学生では手伝う側として関わった。昆虫の専門家にはならなかったが、良い経験となった。この基本構想・基本計画は、「人とつながる、体験する、人材を育てる」と良い内容になった。
課題としては来訪者数が多い場合、一人ひとりが深く体験するのは難しいということだ。短時間の来訪者にも印象に残るような、見るだけでこの場所がどういう場所かわかりやすい展示が必要だ。宇宙線をテーマとする施設なので、宇宙線研究所としても他にはない独自の展示で協力したい。

事務局
7か月弱で全6回というタイトなスケジュールの中ご協力いただき、委員の皆様には感謝を申し上げたい。この地は加賀藩下屋敷、陸軍火薬研究所・製造所、理化学研究所と長い歴史があり、かつてそこにいた人々の心もこめて施設計画を進めることが未来への責任だと考えている。仁科芳雄先生の「環境が人を作る、人が環境を作る」という言葉もある。基本構想・基本計画の策定にあたり、歴史的な研究が積み重なってこの地で絶えず研究され、未来がつくられているというところは意識した。区内外、海外からも人が集まる施設になることを願っている。検討会は今回で終了だが、今後の整備に向けても引き続き協力いただければ幸いである。

会長
　これにて第6回検討会を終了する。
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